




























幼保連携型認定こども園教育・保育要項　第 1 章総則　第 1 幼保連携型認定こども園における教育及び保育
の基本及び目標　 1 教育及び保育の基本（3）より（内閣府等2015）
　乳幼児期における自発的な活動としての遊びは、心身の調和のとれた発達の基礎を培う重要な学習であるこ








　G県T市H幼稚園 年少 2 クラス各23名各15分
 年中 2 クラス各30名各15分
 年長 2 クラス各26名各20分
日時 2016.9.6.Tue 13：55-14：15（予定） 指導者名　R先生
クラス ゆり 5 歳児 窓際：鉢植え植物 在籍　26人











































A head. Heads. A shoulder. Shoulders.
A knee, Knees. An eye. Eyes.
A nose. Noses. An eye. Eyes.
最後、なかよしという。





Touch our eyes. 迷っている子ども 4 割
Sit Down. Jump. S J J J Stopを繰り返す。
Clap your hands.
Clap your hands. Jump.を繰り返す。
Clap your hands.  Touch your Head.を繰り返す。
Clap your hands. Sit down.を繰り返す。
Touch your head.と言い、揺さぶる。






Go Under  注意  NO LIftUp.
股の下で止まる子ども。いろいろちょっかいだす。
Sit Down.
How many ears do you have?  2 ears.
How many eyes do you have?  3eyes.
 1,2,3 笑い。
How many Head hairs do you have?
棒でなぐる。真似。Are you Ok?
Yeah, I’m Ok.





























4 歳児　きちんと 2 回ずつ手拍子をすることができる。

































































　表 4 には、英語独特の単数と複数の発音の発達による差異を示したが、 4 歳以下の子どもにとって、そ
の意味を理解することが難しく、あまり深く追求しても教育効果のない遊びだと思った。
　表 5 にGo Under（股くぐり）の活動の発達による取り組みの差異を示した。 3 歳児は歩く能力が十分
に備わっていないので、一度這って股をくぐる行動をすると、障害物としての股がなくなっても、這い続
けていた。もちろん、Go Underという言葉を3歳児でも十分理解していた。 4 歳になると、這うことと歩

















　2018年度に外国語活動が小学校 3 年から始まる。今までは 5 年から始めていたため、 2 年早くなる。
履修年齢が幼児期とは不連続であるため、小学校の英語教育開始時期と幼稚園の英語活動とは直接は関係
がないと考えている。
　幼稚園の英語活動に限らず、幼児期に経験するとよい活動について今後も研究を深めていきたい。
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